
ポリシングとシェーピングの概要

Cisco IOS XEQoSは、ポリシングとシェーピングという 2種類のトラフィック規制メカニズムを
提供します。

パケットまたはデータソースが所定の契約に確実に準拠するようにするため、およびパケット

に使用するQoSを決定するために、これらのトラフィック規制メカニズム（ポリサーともシェー
パーとも呼ばれます）をネットワーク全体に配置できます。ポリシングとシェーピングのメカ

ニズムは、準拠とサービスを確実に行うために、パケットの分類によって表されるトラフィック

記述子をパケットに対して使用します。

ポリサーとシェーパーは、通常、トラフィック記述子の違反を同一の方法で識別します。ただ

し、通常、違反に対処する方法が異なります。たとえば、

•ポリサーは通常、トラフィックをドロップしますが、パケットの設定または「マーキング」
を変更することもできます。（たとえば、ポリサーは、パケットをドロップするか、ポリ

サーの IP precedenceを書き換えて、パケットヘッダーのタイプオブサービス（ToS）ビッ
トをリセットします）。

•シェーパーは、通常、バッファ、またはキューイングメカニズムを使用し、過剰なトラ
フィックを遅延してパケットを保持し、データレートが予想より高い場合にフローをシェー

ピングします。（たとえば、クラスベースシェーピングは、フローをシェーピングするた

めに、パケットを遅らせる均等化キューを使用します）。

トラフィックシェーピングとトラフィックポリシングは連携して機能します。たとえば、優れ

たトラフィックシェーピングスキームを使用すると、ネットワーク内のノードは動作の不正な

フローを簡単に検出できます。このアクティビティは、フローのトラフィックのポリシングと

呼ばれる場合もあります。

この章では、Cisco IOS XE QoSトラフィックポリシングおよびシェーピングのメカニズムにつ
いて簡単に説明します。ポリシングとシェーピングは、両方ともトークンバケットメカニズム

を使用するため、この章ではまずトークンバケットがどう機能するかについて説明します。こ

の章は、次の項で構成されています。

• トークンバケットとは, 2 ページ

• トラフィックポリシング, 3 ページ
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• パケットフローを規制するトラフィックシェーピング, 3 ページ

トークンバケットとは
トークンバケットは、転送レートの正式な定義です。バーストサイズ、平均レート、時間間隔

（Tc）という3つの構成要素があります。通常は中間レートがビット/秒の単位で表されますが、
次に示す関係式によって、2つの値が残る 3つめの値から導き出される場合もあります。

mean rate = burst size / time interval

これらの用語の定義は次のとおりです。

•平均レート：認定情報レート（CIR）とも呼ばれ、単位時間に送信または転送できるデータ
量の平均値を指定します。

•バーストサイズ：認定バースト（Bc）サイズとも呼ばれ、スケジューリングの問題が発生し
ない特定の単位時間内に送信可能なトラフィック量をビット（またはバイト）/バースト単位
で指定します（GTSなどのシェーパーの場合はバースト当たりのビット数を指定し、CAR
などのポリサーの場合はバーストおよび 1秒当たりのバイト数を指定します）。

•時間間隔：測定間隔とも呼ばれ、バースト当たりの秒数で時間を指定します。

定義では、間隔が整数倍の場合は、インターフェイスのビットレートは中間レートを超えませ

ん。ただし、ビットレートは間隔内で任意に早くなる場合があります。

トークンバケットは、フロー内のデータを規制するデバイスの管理に使用されます。調整デバイ

スは、たとえば CARのようなトラフィックポリサーの場合もあれば、FRTSや GTSのようなト
ラフィックシェーパーの場合もあります。トークンバケット自体には、廃棄ポリシーまたはプ

ライオリティポリシーはありません。むしろ、トークンバケットは、フローによって規制機能

が過剰に働く場合に、トークンを廃棄し、送信キューの管理の問題はフローに任せます。（CAR、
FRTS、および GTSは、真のトークンバケットまたは真のリーキーバケットを実装しません）。

トークンバケットのたとえで言えば、トークンは特定のレートでバケットに入れられます。バ

ケット自体には指定された容量があります。バケットがいっぱいになると、新しく到着するトー

クンは廃棄されます。各トークンは、送信元が一定の数のビットをネットワークに送信するため

の権限です。パケットを送信するため、規制機能はパケットサイズに等しい数のトークンをバ

ケットから削除する必要があります。

パケットを送信できるだけの十分なトークンがバケット内に存在しない場合、パケットは、バケッ

トに十分な量のトークンが蓄積されるまで送信待ちの状態になるか（GTSの場合）、廃棄または
マークダウンされます（CARの場合）。バケットがすでにトークンで満たされている場合、着信
トークンはオーバーフローし、以降のパケットには使用できません。したがって、いつでも、送

信元がネットワークに送信できる最大のバーストは、バケットのサイズにほぼ比例します。

トラフィックシェーピングに使用されるトークンバケットメカニズムは、トークンバケットと

データバッファまたはキューの両方を持っています。データバッファを持たない場合は、ポリシ

ング機能になります。トラフィックシェーピングの場合、到着したパケットですぐに送信できな

いものは、データバッファで遅延されます。
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トラフィックシェーピングでは、トークンバケットはバースト性を許可する一方で、それを抑制

します。トラフィックシェーピングは、トークンバケットの容量を時間間隔で割った値にトー

クンに対してトークンバケットで設定された所定のレートを加えた値より速くフローが送信され

ないように、バースト性を抑制します。次の式を参照してください。

(token bucket capacity in bits / time interval in seconds) + established rate in bps =
maximum flow speed in bps

このようなバースト性抑制方法は、長期的な送信レートが、バケットで設定されたトークンの所

定レートを超えないことも保証します。

トラフィックポリシング
トラフィックポリシングでは、インターフェイス上で送受信するトラフィックの最大レートを制

御し、ネットワークを複数のプライオリティレベル、またはサービスクラス（CoS）に区切りま
す。

トラフィックポリシングでは、トークンバケットアルゴリズムを介して、トラフィックの最大

レートを管理します。トークンバケットアルゴリズムでは、ユーザが設定した値を使用して、

特定の瞬間にインターフェイス上で許可されるトラフィックの最大レートを決定できます。トー

クンバケットアルゴリズムは、（トラフィックポリシングを伴うトラフィックポリシーがどこ

に設定されているかに応じて）入力または出力されるすべてのトラフィックによって影響を受け

ます。大きなパケットが同じトラフィックストリームで複数送信される際のネットワーク帯域幅

の管理に役立ちます。

トークンバケットアルゴリズムは、ユーザに各パケットに対する、準拠（conform）アクション、
超過（exceed）アクション、およびオプションの違反（violate）アクションの3つを提供します。
トラフィックポリシングを設定され、インターフェイスに入ってくるトラフィックは、これらの

カテゴリのいずれかに分類されます。これら 3つのカテゴリ内で、ユーザはパケットの処理を決
定できます。たとえば、適合したパケットは送信するように設定し、超過したパケットはプライ

オリティを下げて送信するように設定し、違反したポリシーはドロップするように設定できます。

トラフィックポリシングは、多くの場合、ネットワークに出入りするトラフィックのレートを制

限するためにネットワークのエッジのインターフェイスで設定されます。最も一般的なトラフィッ

クポリシングの設定では、適合したトラフィックは送信され、超過したトラフィックはプライオ

リティを下げて送信されるかドロップされます。ユーザはネットワークのニーズに合わせてこれ

らの設定オプションを変更できます。

パケットフローを規制するトラフィックシェーピング
ネットワーク上のパケットフロー（つまり、トラフィックのフロー）は、トラフィックシェーピ

ングともいいます。トラフィックシェーピングでは、インターフェイスから出るトラフィックの

速度を制御できます。このようにして、トラフィックのフローとパケットを受信するインター

フェイスの速度を一致させることができます。
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